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シンチは同部位の集積充進を示した．また，骨シンチ上，

肋骨に淡い集積と胸骨，胸椎，大腿骨に欠損像を呈した

1例において99mTc・HM－PAOは全部位に異常集積を示

した．また，骨シンチグラフィ上，肋骨，骨盤，大腿骨

に欠損を呈した3例においても99mTc・HM－PAOは集積

冗進を呈した．肝細胞癌の骨転移では骨シンチグラフィ

上のcold　lesionにも注意を払い，また99mTc・HM－PAO

シンチグラフィの併用も有用であることが示唆された．
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強し，単純X線写真では溶骨性変化が進行する傾向が

みられた．

6．転移性椎体腫瘍のMRIと骨シンチグラフィ

　　ー組織所見との対比一
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4・骨軟骨腫瘍の骨シンチグラフィの特徴的所見の検討
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　原発性骨軟骨腫瘍23例に対し，99mTc－HMDPシンチ

グラフィを行い，特徴的所見の有無について検討した．

集積度については，悪性度の高いものに集積が強く見ら

れたが，悪性でも集積の見られないものがあり（多発性

骨髄腫，脊索腫），良性でも集積のあるものも多く，良

悪の鑑別は困難であると考えられた．リング状集積は，

骨肉腫8例中6例，内軟骨腫2例中1例，巨細胞腫1例

中1例に見られた．Extended－patternは骨肉腫のみで見

られた．

5・骨転移放射線治療前後の骨シンチグラム所見の検討
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　過去4年間の骨転移放射線治療施行64例のうち骨シ

ンチグラムで経過観察された18例32部位の骨シンチグ

ラムと，単純X線写真の経時的変化を除痛効果の有無に

より分類し検討した．除痛効果のみられた有効14症例，

26部位のうち，flare　phenomenonが42％に見られた．

集積減少は4～6か月後が最も多く70％であった．単

純X線写真では，溶骨像から硬化像に変化したものが

29％であり，放治前に硬化像や正常の場合には，X線

写真上変化がみられなかった．痛みが増強した無効例は

4症例6部位と少ないが，骨シンチグラムでは集積は増

　生検または剖検によって組織学的に確認された腫瘤形

成型の転移3症例18椎体と，びまん型の転移3症例22

椎体のMRIと骨シンチグラフィの病巣検出能を比較し

た．MRIの病巣検出率はいずれのpulse　sequenceにお

いても100％であつた．骨シンチの検出率は両型とも有

意に低く，特にびまん型転移では18％と極端であった．

これは骨シンチが骨代謝の充進を反映するためかもしれ

ない．一方，MRIは骨成分の変化は描出できないが，

腫瘍細胞の増殖による骨髄の変化を画像上信号の変化と

して示す．したがって，骨皮質に変化をきたさない，骨

髄へのびまん性転移が疑われる場合には，骨シンチに

MRIを併用することが必要である．

7．1231・IMPによる肝細胞癌骨転移巣の検出能の検討
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　転移巣を有する肝細胞癌症例に対して1231－IMPシン

チグラフィを行い，転移巣の検出能に関して検討を行っ

た．対象は骨転移3例，脳転移1例，肺転移3例，副腎

転移1例，縦隔リンパ節転移1例である．方法は1231・

IMP　111　MBq静注3時間後，臥位にてスポット撮影を

行った．なお，脳転移例では静注30分後よりSPECT

による撮像を行った．骨転移の検出は良好で，骨外進展

の把握にも有用であった．副腎転移，縦隔リンパ節転移

にも集積を認めたがSPECTが望ましいと考えられた．

肺転移には集積を認めず，撮像時間の検討が必要と考え

られた．
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